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川崎の身近なものづくり企業の紹介

　オレンジ色のパッケージでおなじみの黄色いハンド
クリーム「ユースキンA」を製造するユースキン製薬は，
創業者である野渡良清氏が川崎区で営んでいた町の
薬屋から始まった。
 「ある日，一人の主婦がひどい手あれで薬を買いに店
を訪れました。その声がきっかけとなって誕生したの
が，日本初の医薬品ハンドクリーム『ユースキン』（現
在の『ユースキンA』）です」（ユースキン製薬 広報宣
伝チーム 高橋千明さん）
　当時，ひびやあかぎれなど手あれの薬としては，保
湿作用を持つワセリンが使われていた。ただ，ワセ
リンは油であり，べたべたしてほこりがついたり，食
器や布団についてしまうため，使いにくいというのだ。
そこで，野渡氏は水と油を混ぜる乳化技術を研究して
いた綿谷益次郎博士に相談して，手あれに悩む人の
ために，効き目がありながらも手になじみやすくべた
つかないクリーム，ユースキンを開発した。
　意外なことに，ユースキン製薬では，テレビなどを
使った大々的な宣伝は，ほとんど行っていない。その
代わりに重視しているのが，口コミだ。薬屋さんの店
頭にサンプルを置いてもらい，お客様に使ってもらう
ことで，効き目が評判となり，次第に広まっていった

という。創業当初は，社長が自ら製品を自転車に積
んで川崎市内から横浜，東京まで走り回った。今で
も社員が，全国の薬局を回っては，お客様の声に耳
を傾けている。
 「ユースキン製薬は川崎で生まれ，地元の皆様に支え
られて育った会社です。今後もずっと川崎を拠点に活
動していきます」（同） 
　誕生以来 50 年以上がすぎたユースキンA は，小
さな改良を何度か行っているが，基本的な成分はほ
とんど変わっていない。
 「ユースキンA は，単なる保湿クリームではなく治療
効果があるクリームです。保湿を与えるグリセリンのほ
かに，炎症を抑えるグリチルレチン酸，血行を促進す
るビタミン E，カンフルなどの薬効成分と独自製法に
よる基剤により，肌あれが治るクリームにしています」

（ユースキン製薬 研究開発部 飯野隼人さん）
　その後もかゆみやしっしんに効く『ユースキン I』や，
敏感な肌向けの『ユースキン S』など新しい商品も開
発。人々の肌を守って長く愛される製品をつくること
で，うるおいのある社会づくりに貢献するという同社
の理念の実現のために，今日も川崎の地で研究が進
められている。

川崎から世界へ
口コミで広がったハンドクリーム
ユースキン製薬株式会社

今や国内だけでなく世界
20 か国以上で販売されて
いる『ユースキンA』。

昭和 30 年代に川
崎区貝塚で営んで
いた薬店の様子。

現在のユースキン製薬本社。研究
開発もこのビル内で行われている。

ユースキン製薬株式会社
〒 210‐0014 川崎市川崎区貝塚 1-1-11 　℡ 044-222-1412
http://www.yuskin.co.jp/
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　協同インターナショナルは，小さく砕いたドライア
イスの粉末を吹きつけることで精密な機械などの洗浄
を行うドライアイスブラスト洗浄機を製造・販売して
いる。ドライアイスは固体から気体になる際に体積が
750 倍に膨

ぼう
張
ちょう

する。その勢いを利用して表面につい
たよごれを引きはがすので，キズをつけずに洗浄する
ことができる。また，ドライアイスは液体にならずに
昇
しょうか

華するので，有害な廃液を出すこともない。ちなみ
に，ドライアイスは，石油化学工場などから排出され
る二酸化炭素を回収してつくられる。
 「自動車や工場の大型機械を洗浄する場合は 3mm
程度のドライアイスを使いますが，われわれの洗浄機
は，直径 0.3mm の小さなドライアイスを使用します。
精密な電子部品なども傷をつけずに洗浄できるところ
に，独自のノウハウがあるのです」（協同インターナショ
ナル 電子部長 湯川弘之さん）
　同社はもともと，先代の社長が 28 歳の時（1970
年）に「日本にないものを世界から輸入する」商社
として創業した。最初は雑貨などを輸入していたが，
1970 年代に日本ではまだ少なかった畜

ちく
産
さん

・酪
らく

農
のう

関
係の設備や，半導体製造用の材料や装置を輸入して
販売することで，大きく成長したという。

　1982 年には業務拡大のため，本社を東京・港区
から川崎市に移転する。
 「事業所や工場は地方にもありますが，本社や研究
開発部門などの中

ちゅう
枢
すう

機能は川崎市内にあります。川
崎市を選んだのは，半導体関係の工場や研究施設が
数多くあるからです。東名高速道路にも近く，地方に
車で移動するのにも便利です」（同）
　また，海外の製品を輸入して売っているだけでは限
界があることから，1985 年には社内に設備を導入し
て半導体微細加工事業を開始する。さらに，その延
長として 1999 年には半導体製造装置用のドライア
イス洗浄機を開発して，製品化にこぎつけた。2000
年代に入ってからも，バイオ事業や，半導体製造装置
の技術を応用発展させたナノインプリントなどの超微
細加工事業へと，次々に業務領域を広げていった。
　その一方で，1997 年には輸入が解禁されたイタリ
ア産の生ハムの販売を開始し，現在は輸入だけでな
く宮崎県で製造も行っている。
　常に新しい分野に目を向けてチャレンジを続けてき
た協同インターナショナルは，今後も業種や国境など
の壁を乗り越えて，活躍の場を広げていくことだろう。

商社からメーカーへ
知る人ぞ知る洗浄機のパイオニア
株式会社協同インターナショナル

第 5 回川崎市もの
づくりブランドに
認定されているド
ライアイスブラスト
洗浄機。

旅先で出会って惚れ込んで，
輸入が自由化される前から
交渉をはじめたというイタリ
ア産生ハム。

宮前区宮崎の本社。川崎市内には
このほか，3 か所に拠点がある。

株式会社協同インターナショナル
〒 216-0033 川崎市宮前区宮崎 2-10-9　℡ 044-853-2611
http://www.kyodo-inc.co.jp/
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川崎の身近なものづくり企業の紹介

　日本理化学工業は，学校などで使われるチョーク
を 75 年にわたってつくり続けている。チョークは，
白い粉末を粘土のように練ったものを固めたものだ。
かつては原料として石

せっ
膏
こう

（硫
りゅうさん

酸カルシウム）だけが使
われていたが，粒子が軽く飛散しやすかったため，黒
板に書いたり消したりした際に出る粉から人体への影
響を気にする傾向もあった。
 「昭和 10 年頃，アメリカには害の少ない石灰石（炭
酸カルシウム）を原料にしたチョークがあることを知
りました。それを日本でもつくろうと，独自に研究を
重ねて昭和12 年に開発したのがダストレスチョークで
す」（日本理化学工業 代表取締役社長 大山隆久さん）
　石灰石は貝などの生き物の化石で，体内に入っても
ほとんど害がない。また，石膏に比べて粒子が重い
ので，粉が散りにくく吸い込みにくい。川崎市立の小
中学校で使用しているチョークは，すべてダストレス
チョークになっている。
　さらに，現在のダストレスチョークには，養殖した
ホタテ貝の貝殻

がら
を粉末にした炭酸カルシウムが混ぜら

れている。
 「ホタテの貝殻は石灰石よりも白く，粉末にしても小
さな構造が残っています。そのため，チョークに混ぜ

ると黒板に書いた文字が見やすく，折れにくくなりま
す。さらには，北海道の水産加工工場から出るホタ
テの貝殻を再利用しているので，資源リサイクルにも
役立っています」（同）
　同社には一つの特徴がある。社員の 70％に知的
障
しょう

がい者を雇
こ

用
よう

しているのだ。障がい者の雇用は昭
和 30 年代からはじめていたが，昭和 50 年に障がい
者多数雇用モデル工場にならないかという誘いを受け
て，川崎市へ移転してきた。採用初期はとまどうこと
もあったが，あらかじめ決まった作業手順を教えるの
ではなく，社員ひとりひとりの能力に合わせた作業の
やり方を考えることで，障がい者でも健

けんじょうしゃ
常者と同じよ

うに働けることに気づかされたという。
　工場には，それぞれの担当者に合わせた道具が用
意され，絵や色を多用して示された手順を確認しなが
ら作業できるように工夫がされている。
 『誰かに支援されるだけではなく，自立して働いて誰
かの役に立つことで幸せになります。そのような従業
員みんなの幸せなくしては，会社の発展もありません。
私たちは，障がい者でも，健常者と同じように働ける
ことを社会に向けて発信してゆくことで，社会に貢献
したいと考えています』（同）

ホタテの貝殻を使った
人と環境にやさしいダストレスチョーク
日本理化学工業株式会社

粉が散りにくい「ダストレスチョーク」。

高津区の工場は，障がい者多数雇用のモ
デル事業として国から表彰されている。

日本理化学工業株式会社
〒 213-0032 川崎市高津区久地 2-15-10　℡ 044-811-4121
http://www.rikagaku.co.jp/

ホワイトボードなど，どこにでも書け
て何度でも消せる揮発しない固形マー
カー「キットパス」。第 2 回川崎もの
づくりブランドに認定されている。
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NEDO: 新エネルギー・産業技術総合開発機構
日本の技術で地球規模の課題を解決

　私たちが住んでいる地球では，近年，温暖化や大気汚染などの環境問題が
深刻になっています。これからの未来へ向けては，石油に代わる新しいエネル
ギー技術や環境にやさしく効率的な産業技術の開発が世界共通の課題となって
います。このような技術の開発を行っているのが「新エネルギー・産業技術総合
開発機構（ＮＥＤＯ）」（『ネド』と読みます）です。
　ＮＥＤＯは，日本最大の技術開発推進機関で，これまでさまざまな技術開発
を行ってきました。ＮＥＤＯの成果は，私たちの身近なところに使われています。
たとえば，太陽電池パネルです。川崎市内でも，市立の小中学校の屋上，浮島
や扇島の臨海部に太陽光発電施設がありますが，ＮＥＤＯは１９８０年に設立さ
れてから今日まで，この分野の技術開発を推進してきました。また，風力発電に
ついても，最近注目されている沖合での洋上風力発電設備の設置は，ＮＥＤＯが
国内で初めて行いました。
　このほかにも，ＮＥＤＯでは日本が得意とするロボット技術を活かした災害対応

これまで紹介した先端科学技術以外にも，川崎市内には世界に誇る技術や研究が

たくさんあります。特に理工系の学部を持つ大学や研究機関では，将来私たちの

生活に密接に関わり，産業の中心になるかも知れないさまざまな未知の技術に取

り組んでいます。ここではそうした未来技術にスポットを当てて，その施設ととも

にみなさんに紹介します。

まだまだあるよ！
川崎の先端科学技術

川崎市内の大学・研究機関の研究室から

NEDO: 独立行政法人
新エネルギー・産業技術
総合開発機構
〒212-8554 
川崎市幸区大宮町1310
ミューザ川崎セントラルタワー
℡ 044-520-5152（広報部）
http://www.nedo.go.jp/

　

ロボットや生活支援
ロボット，医療現場
で使われる最先端の
医療システムの開発
なども行っています。
　ＮＥＤＯは，これ
からも，私たちの生
活に役に立つ，さま
ざまなエネルギー技
術や産業技術の開発
を推進していきます。

沖合洋上風車と観測タワー（千葉県銚子市の沖合約３ｋｍに設置） 災害対応ロボット
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国際ナノ・マイクロ技術産業化支援センター（ナノビック）
４大学ナノ・マイクロの共同研究

川崎市環境総合研究所
大気環境の改善をめざすPM2.5 の調査研究

　公害問題を克服するために長年取り組んできた歴史を持つ川崎市ですが，近年新
たに注目されている問題のひとつにPM2.5（微小粒子状物質）があります。
　PM2.5とは，大気中を浮遊する粉じんの中でも特に細かいもので，その大きさ
は2.5μm以下です。その細かさゆえに，呼吸によって肺の奥まで入り込み，人体
に取り込まれることで健康に悪影響をおよぼすと言われています。
　PM2.5は多くの物質からできています。まず，自動車の排気ガスや工場から
大気中に粒子そのものとして排出された「一次粒子」，そして，大気中に排出さ
れたガス状物質（たとえば窒

ちっ
素
そ
酸化物や硫

い
黄
おう
酸化物など）が大気中で反応して

できた粒子である「二次生成粒子」です。特に二次生成粒子は複雑な化学反応
により生成しているため，反応機構など，まだわかっていない面が多くあります。
そこで，専用の装置で大気中のPM2.5を捕集し，さまざまな分析装置や分析
手法を駆使し，PM2.5がどんな成分からできているかを解明しています。これ
までの研究成果から，PM2.5は硫

りゅうさん
酸アンモニウム，硝

しょうさん
酸アンモニウム，有機

炭素などを主成分としていることがわかっていますが，それ以外に含まれている
新たな成分を解明するため，常に技術をみがいています。
　分析により得られた結果をもとに，原因となる物質がどこから発生している
かを探ります。発生源が明らかになれば，原因物質削減に向けた対策を行うこ
とで，PM2.5を減らすことが期待できます。誰もが安心してすごすことのでき
る環境を守っていくため，日々研究に取り組んでいます。

国際ナノ・マイクロ技術
産業化支援センター
（ナノビック）
〒212-0032　
川崎市幸区新川崎 7-7
新川崎創造のもり地区
℡044-587-1591
http://www.kawasaki-
net.ne.jp/sozo/facility/
nanobic.html
　

クリーンルーム（ナノビック内）

PM2.5 採取の様子

※国際ナノ・マイクロ技術産業化支援センター（ナノビック）は，川崎市が設置したナノ・
マイクロテクノロジーを核としたナノ・マイクロ産学官共同研究施設です。

　私たちの身近にあるエレクトロニクス機器は，ナノ･マイクロ技術で，薄く，軽く，
小さく，スマートになり，使いやすく便利になってきました。
　日本初の携帯電話機は，１９８５年にＮＴＴがレンタルを開始した車外でも使
用できる自動車電話「ショルダーホン」です。その重量は約３ｋｇと重かったため，
肩にかけて持ち出す必要がありました。ナノ・マイクロ技術で，現在では手のひ
らに載せて使用できるサイズとなっています。液晶薄型テレビの映像を鮮明にし，
パソコンを高速・高機能・高性能に進化させたのも，この技術です。

　ナノビック（※）では，μm（マイクロメートル，100万分の１m）か
らnm（ナノメートル，10億分の１m）までの超微細な領域の加工技術
などを中心に研究開発が進められています。慶応大学，早稲田大学，
東京工業大学，東京大学が共同で「拡張ナノ空間」の研究をしている
ほか，東京大学と日本ＩＢＭによる共同研究も進められています。研
究室のクリーンルームは，空気中の微粒子・微生物の量を抑え，ナノ・
マイクロ技術の研究に適した空気清浄度に常に管理されています。

川崎市環境総合研究所
〒210-0821
川崎市川崎区殿町 3-25-13
川崎生命科学・環境研究セ
ンター（ライズ）３階
℡ 044-276-9001
http://www.city.kawa
saki.jp/kurashi/categ
ory/29-3-8-0-0-0-0-
0-0-0.html　
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明治大学黒川農場
先端技術を駆使した生産効率の高い栽培システム

　人類は地球温暖化をはじめとする深刻な環境問題や食料問題，資源の枯渇問
題に直面し，社会構造の大幅な転換が求められるようになり，農業の果たす役
割の重要性が再認識されるようになりました。
　このような時代背景の中で，環境・自然・地域との共生をめざした新時代の農
場，明治大学黒川農場が2012年 4月に川崎市麻生区の黒川地区に開場しまし
た。この農場は黒川地区の自然を最大限に活かした設計がされており，先端技
術を駆使した生産効率の高い栽培システムと，有機農法をはじめとする環境保
全型システムをあわせ持ちます。また，体験型実習教育並びに，研究活動に対

明治大学黒川農場
〒215-0035 
川崎市麻生区黒川2060-1
h t tp : //www.me i j i .
ac.jp/agri/kurokawa/
℡ 044-980-5300

サンゴを使用した培養土による高品質な
トマト栽培

応できる多目的な都市農場を実現するため，３つのコンセプトを
基本にそれぞれのシステムを備えた，未来型アグリエコファーム
を目指しています。
1. 環境共生：太陽光，風力，バイオマスなどの自然エネルギー
を活用するとともに，資源循環型の生産方式による環境と
共生する未来型エコシステム

2. 自然共生：生物多様性の保持とともに，子ども・市民・学生
などへの環境教育の場として活用する里山共生システム

3. 地域共生：地域と連携した研究交流，社会人を対象とした
アカデミーの開校，地域に密着した地域連携システム

東芝未来科学館
過去・現在・未来にわたりくらしを支える科学技術を学ぼう！

　日本初の総合電機メーカーである東芝の創業 85周年を記念して1961年に
開館した「東芝科学館」は、企業博物館としては国内有数の歴史を持つこの分
野の草分け的な存在です。2014 年に JR 川崎駅に近い現在の場所に移転して、
①展示による先端技術・科学の情報発信、②技術遺産の保存・歴史の伝承、
③科学技術教育への貢献、を実践しています。

東芝未来科学館
〒212-8585
川崎市幸区堀川町72-34
スマートコミュニティセン
ター（ラゾーナ川崎東芝ビ
ル）2階
℡ 044-549-2200
http://toshiba-mirai-
kagakukan.jp/
　

サイエンスショー　来場者は私たちの生活や社会を支えるインフラシ
ステムを中心とした東芝の技術を体験しながら知る
ことができる展示や、創業者の製品や歴代の国内
初・海外発の製品を紹介する展示、さらに科学の
面白さを学べるサイエンスゾーンなどの展示を通じ
て、私たちのライフスタイルがどのように変化して
きたか、また今後どのように進化していていくのか
を体感することができます。
　また、アテンダントによる説明（日英中）のほか、
日英中韓の４カ国語に対応したタブレット端末のガ
イドシステムも一部に導入されています。
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❾かわさき宙
そら
と緑の科学館

【多摩区枡形 7-1-2 生田緑地内】
＊自然科学

10専修大学　生田キャンパス
【多摩区東三田2-1-1】
＊情報科学

11明治大学
生田キャンパス
【多摩区東生田1-1-1】
＊理工学，農学

12日本女子大学
西生田キャンパス
【多摩区西生田1-1-1】
＊人間社会科学

❽聖マリアンナ医科大学
【宮前区菅生 2-16-1】
＊医学，難病治療研究

❹川崎市立看護短期大学
【幸区小倉4-30-1】
＊保健福祉

❷川崎生命科学・
環境センター（LiSE）
【川崎区殿町 3-25-13】

❺日本医科大学
先端医学研究所
【中原区小杉町1-396】
＊医学

❻洗足学園音楽大学
【高津区久本 2-3-1】
＊音響デザイン，音楽療法

❼神奈川県立産業技術総合研究所
溝の口支所（旧KAST）
【高津区坂戸3-2-1】
＊触媒化学，先端科学

❸慶應義塾大学
新川崎タウンキャンパス
【幸区新川崎 7-1】
＊理工学，先端技術

（3階）川崎市環境総合研究所
＊環境科学 

（2階）川崎市健康安全研究所
＊公衆衛生学 

（1階）慶応義塾大学
　　　 殿町タウンキャンパス
＊医学，理工学，先端技術  

＊は設置学部や学科，研究分野や取り扱い領域
のうち，本書のテーマに準じたもの。

14日本映画大学
【麻生区万福寺1-16-30 】
＊メディア

❶実中研 再生医療・新薬開発センター
【川崎区殿町 3-25-12】
＊再生医療

15田園調布学園大学
【麻生区東百合丘3-4-1】
＊人間福祉学，子ども未来学

13昭和音楽大学
【麻生区上麻生1-11-1】
＊デジタルミュージック
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